
 

6  

昭
和
四
十
三
年
三
月
十
四
日
提
出 

質

問

第

六

号 

  

右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

朝
鮮
問
題
に
関
す
る
国
連
決
議
第
三
百
七
十
六(

Ｖ)

の
解
釈
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

昭
和
四
十
三
年
三
月
十
四
日 

衆 

議 

院 

議 

長 

石 
井 
光 

次 

郎 

殿 

 

提 

出 

者 
 

横 

山 

利 

秋 

 

一 

 



 

四 

こ
の
解
釈
は
、
在
韓
の
い
わ
ゆ
る
国
連
軍
が
将
来
三
十
八
度
線
を
突
破
し
た
時
、
日
本
政
府
は
千
九
百
六
十 

三 

外
務
省
国
際
連
合
局
編
国
連
時
報
一
四
号
で
は
、
必
ず
し
も
こ
の
解
釈
を
と
つ
て
い
な
い
が
、
政
府
は
い
つ

か
ら
こ
の
解
釈
を
と
つ
た
か
。 

第
五
国
連
総
会
決
議
（
千
九
百
五
十
年
十
月
七
日
三
百
七
十
六(

Ｖ)

）
朝
鮮
の
独
立
問
題
中

1
の

(a)
項
の
「
全
朝

鮮
に
わ
た
つ
て
安
定
し
た
状
態
を
確
保
す
る
た
め
に
す
べ
て
の
適
当
な
措
置
を
と
る
こ
と
」
は
、
在
韓
の
い
わ
ゆ

る
国
連
軍
に
三
十
八
度
線
の
突
破
を
許
す
も
の
と
解
釈
し
た
と
の
三
木
外
相
の
答
弁
（
三
月
十
二
日
予
算
第
二
分

科
会
）
に
つ
き
、
政
府
の
統
一
的
見
解
を
次
の
諸
点
に
つ
い
て
回
答
さ
れ
た
い
。 

一 

こ
の
見
解
は
、
政
府
の
統
一
的
解
釈
と
考
え
て
よ
い
か
。 

二 

か
く
解
釈
す
る
根
拠
を
明
ら
か
に
し
て
も
ら
い
た
い
。 

 
朝
鮮
問
題
に
関
す
る
国
連
決
議
第
三
百
七
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六(

Ｖ)

の
解
釈
に
関
す
る
質
問
主
意
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三 

 



 

3 

千
九
百
六
十
六
年
六
月
ソ
ウ
ル
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
会
議
で
、
こ
の
国
連
決
議
第
三
百
七
十
六(

Ｖ)

を
支
持

し
た
共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
に
日
本
も
参
加
し
た
。
し
か
し
、
私
の
承
知
す
る
限
り
こ
の
決
議
が
三
十
八
度
線
突

破
を
許
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
国
際
的
見
解
は
ま
だ
な
い
と
考
え
る
。 

2 

国
連
に
そ
の
後
参
加
し
た
日
本
は
、
日
韓
条
約
発
効
後
の
千
九
百
六
十
六
年
秋
の
国
連
総
会
で
決
議
案
の

共
同
提
案
国
と
な
り
、
西
欧
側
に
完
全
同
調
し
た
。 

1 

三
百
七
十
六(

Ｖ)
決
議
が
行
な
わ
れ
た
際
（
日
本
は
国
連
に
参
加
し
て
い
な
か
つ
た
が
）
米
国
は
そ
れ
ま
で

三
十
八
度
線
以
南
に
い
た
国
連
軍
を
こ
の
決
議
を
援
用
し
て
以
北
へ
突
破
さ
せ
た
。 

六
年
ソ
ウ
ル
に
お
け
る
ア
ジ
ア
太
平
洋
会
議
に
お
い
て
再
度
こ
の
三
百
七
十
六(

Ｖ)

決
議
を
支
持
し
た
共
同
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
に
参
加
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
国
連
軍
の
そ
の
軍
事
行
動
を
支
持
し
、
具
体
的
に
支
援
す
る
義
務
を

負
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
か
。 

そ
の
理
由
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

四 

 



 

 

五 

4 
最
近
プ
エ
ブ
ロ
号
事
件
、
南
鮮
ゲ
リ
ラ
事
件
、
三
十
八
度
線
に
お
け
る
紛
争
の
激
増
な
ど
朝
鮮
に
お
け
る

危
機
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
三
木
外
相
が
こ
の
決
議
を
三
十
八
度
線
突
破
を

許
す
も
の
と
解
釈
し
た
こ
と
は
将
来
重
大
な
問
題
を
は
ら
む
も
の
と
し
て
憂
慮
に
た
え
な
い
。 

5 

在
韓
の
い
わ
ゆ
る
国
連
軍
は
、
国
連
憲
章
第
四
十
三
条
に
よ
る
正
規
の
国
連
軍
で
な
い
こ
と
は
政
府
の
み

と
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
解
釈
を
と
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
生
ず
る
か
ら
で

あ
る
。 

右
質
問
す
る
。 


